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TEL：095‒800‒4306　 HP：https://www.ccpid.nagasaki-u.ac.jp/
0120‒095‒819長崎大学高度感染症研究センター

京都大学大学院医学研究科博士課程修了。博士（医学）。1998年京都大学ウイルス研
究所助手として、九州地方に多い成人T細胞白血病の原因ウイルスHTLV-1研究に5年
間従事した後、スイス　ジュネーヴ大学医学部に留学し、エイズウイルスHIV-1の研究
に従事。2011年熊本大学エイズ学研究センター准教授に就任し、独立したラボを立ち
上げる。国立感染症研究所を経て、2023年3月より現職。
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9月6日 
令和7年令和7年

14：00～15：30

エイズウイルス
への挑戦
かつて不治の病であったエイズ(AIDS:後天性免疫不全症候群)

は、エイズウイルス(HIV)が発見され、抗ウイルス薬の開発が進み、

現在では、薬を飲めばエイズ発症を防ぐことが可能な慢性疾患の

ようになりました。しかしながら、有効なワクチンはまだ無く、ウイ

ルスの排除や完治には至っておりません。本講演では巧妙なエイ

ズウイルスとヒトとの攻防について、わかりやすくご紹介します。
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e-mail : ccpid_event@ml.nagasaki-u.ac.jp

講　師

高度感染症研究センター
ウイルス－宿主相互作用研究分野

有海　康雄 准教授

オンライン参加の
お申し込みは
こちら

先着200枠要事前申込み

要事前申込み

オンライン参加

対面及びオンライン（Zoom）開催方式

長崎大学坂本キャンパス（長崎市坂本1-12-4）
高度感染症研究センター本館１階　

会　　場

30名 学生優先 中学生以上会場参加

令和7年9月3日㊌17:00
（定員になり次第締め切ります）

申込締切

会場参加の
お申し込みは
こちら

またはこちらからお申し込みください
https://www.ccpid.nagasaki-u.ac.jp/20250906-2/

申込方法

先着 

事前登録制

参加無料
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